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温熱シートによる長時間温罨法が若年女性の便秘症状に及ぼす影響
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温熱シートによる長時間温議法が若年女性の便秘症状に及|ます影響

細野恵子，岩元純’）

Effectoflong-termabdominalwarmingonconstipationof 

femalecollegestudents。
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］）旭川医科大学医学部看護学科

Weexaminedtheeffectoflowerabdominalwarming(8hrsperdayfor7daysintotal)onconstipationml8 

volunteeredfemalesUbjects(20±2y).ＴｈｅcommerciaUyavailablesteammgpad（12ｃｍｘ２０ｃｍ,Meguﾃﾞrizumu， 

KaoCorpTokyo)thatcangeneratehotsteamheattoraiselocalsmntemperatureupto40℃wasappliedtothe 

skmsurfaceofthelowerabdomenwithanattachmentbe1t､Magnitudeofconstipationwasmeasuredwithan8 

itemquestionnaire,theJapaneseversionoftheConstipationAssessmentScale-LongTerm（CAS-LT),which 

consistsofquestionsfbreightbowelsymptomsofconstipation・ThetotalscoreofCAS-LTchangedsignificantly

from７．４±１．２ｔｏ５．４±L8asaresultofabdominalwarming，Significantimprovementwasobservedin5 

symptomsincludingabdomina1distension,frequencyofbowelmovement,incompleteevacuation,bulkamount， 

andsmoothanalpassage､Thissuggeststhatsufficientabdominalwarnlingmaypromoteintestmalmovementas 

wellasthedefecationreflex・Inconclusion,long-termabdommalwarmlngwithａｈｅａｔｉｎｇｐａｄｓｅｅｍｓｔｏｂｅａｇｏｏｄ

ａｎｄｃｏnvenientalternativetreatmentforconstiDation． 

本研究は，温熱シートを使用した温鴇法が若年女性の便通改善に有効であるかどうかを検討する目的で行ったも

のである。健康な若年女性（平均年齢２０歳）１８名を対象に，蒸気温熱シートを下腹部に１日平均８時間，７日間

にわたり継続貼用し，･便通の変化を測定した。`便通状態とその変化は『日本語版便秘評`価尺度ＬＴ版』（以下，ＣＡＳ－

ＬＴ版とする）を使用し測定した。温騒法貼用によって便通状態の変化は，ＣＡＳ－ＬＴ版で7.4±１２から5.4±1.8と

有意な減少（ｐ＜0.05）が示された。便秘症状の変化では，ＣＡＳ－ＬＴ版８項目中５項目において有意な改善結果が

示された。蒸気温熱シートによる長時間の温遷法が便秘改善につながった理由として，皮膚表面温度の上昇が皮膚

温受容器の活動を高め，体性一内臓神経反射などにより腸蠕動運動の冗進をもたらしたものと推測される。蒸気温

熱シートを用いた「長時間温羅法」は，その継続的な加熱により便秘症の改善に顕著な効果のあることが明らかに

なった。
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はじめに

看護における温電法の整腸作用については，教科書')-3)などに記載されよく知られていることである。ま

た，温熱療法による腰背部への熱布温篭法が，‘便通促進に効果的であることは臨床経験からの実感も多く，

先行研究においても報告されている'１)~7)。しかし，熱布以外の方法による数時間の福憲法貼用の効果に関す

る研究はほとんど見当たらない。本研究の目的は温熱シートを使用した温電法により若年女性の便通改善

に関する有効性を検討することである。

１．研究方法

1．研究方法

研究方法は，準実験研究である。

2.．対象者

対象者は，便秘を自覚する健康な若年女性１８名で，年齢は２０±Ｌ７（mean±SD）歳，下剤は全員未使
用である。
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3．実験方法

実験方法は，蒸気温熱シート（花王:めぐりズム蒸気温熱パワー腰腹用ワイドシート）を下腹部に装着し，

１日５時間以上７日間連続貼用し便通の変化を測定した。

『めぐりズム蒸気温熱パワー』は，２００５年１０月に花王から発売された蒸気式温熱シートで，４０℃の温度

が５～８時間程度持続できるように作られている。使用方法は袋から２つ折になったシートを取り出し広げ，

白い面が見えるように専用ベルトのポケットに入れ，両端にマジックテープの付いた専用ベルトを下腹部に

装着する。シートを入れたポケットは直接肌に当たるようにフィットさせ，下腹部に鮎用する。シートの白

い面から空気を取り込むことによって，発熱体の鉄分と空気にＩ｡の酸素が反応して温熱と蒸気が発生する仕組

みになっているものである。

なお，本研究での測定は,花王の協力により発売前の『めぐりズム蒸気温熱パワー』非賞品を使用して行っ

たものである。

3．測定用具

測定用具として，便通状態とその変化は『日本語版便秘評･価尺度ＬｏｎｇＴｅｒｍ版』ｓ)，）（以下，ＣＡＳ－ＬＴ版

とする）を使用した。CAS-LT版は，･便秘樹傾向が強い程，高得点になるという便秘の測定尺度である（表１)。

8項目をそれぞれ０～２点で評,価する。最低０点～最高１６点までの幅があり，５点以上の高得点者を便秘

傾向があると判断する尺度である。

､表１日本語版便秘評価尺度ＬＴ（CAS-LT）版

便秘評価尺度質問項目

少しある

少ない.

少ない

少しある

少しある

少ない

少し出にくい

少しある

とてもある

とても少ない

とても少ない

とてもある

とてもある

とても少ない

とても出にくい

とてもある

1．おなかの張った感じ

2．排ガス量

3．排便の回数

４－直腸に内容が充満している感じ

5．排便時の肛門の痛み

６．便の量

７．便の排泄状態

8．下痢様または水様便

ない

普通または多い

普通または多い

全然ない

全然ない

普通または多い

楽に出る

ない

0点 1点 2点占
丘■■､配

4．分析方法

データ解析は，wilcoxonの符号付順位和検定を用い，温鴇法前後のＣＡＳＬＴ版の数値を比較・解析した。

5．測定期間

測定期間は，２００５年９月～１２月までである。

6．倫理的配慮

名寄市立大学・市立名寄短期大学倫理委員会の審査を受け，承認を得た。その上で調査協力者には，研究

の主旨・内容および方法を説明するとともに,本人の権利の尊重と調査協力への任意性を確保すべく，調査

協力の拒否・辞退による不利益の生じないこと，得られたデータは全て統計学的に処理し個人が特定される

可能性のないこと，研究目的以外には使用しないことを伝え，承諾書に署名をいただいた上で，被験者とし

て協力を得ている。

Ⅱ、結果および考察

被験者１８名の日常の便通状態は，CAS-LT版で7.4±1.2という高得点であることから，常習性の便秘傾

向にあると判断した。これらの被験者に対して，１日８±２時間の連続温署法を７日間継続貼用した結果，

CAS-LT版で5.4±1.8と有意（ｐ＜0.05）な減少が認められた（表２)。
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表２温電法前後の便秘評価尺度の変化

温塞法後有意差質問項目 温篭法前

1．おなかの張った感じ

2．排ガス量

3．排便の回数

4．直腸に内容が充満している感じ

5．排便時の肛門の痛み

６．便の量

７．便の排泄状態

8．下痢様または水様便
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平均値 5.4±１．８ 7.4±１．２ ＊ 

(＊：ｐ＜0.05） 

便秘症状の変化としては，CAS-LT版８項目中，「お腹の張った感じ」「排便回数」「直腸内容物の充満感」

｢排便量」「排泄状態」の５項目において有意な改善傾向が示された（図１）。
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図１温篭法前後の便秘症状の変化

蒸気温熱シート使用による下腹部への長時間の温霊法は，，便通状態を有意に改善することから整腸作用が

あり，便秘症状改善に有効性があると考えられる。その理由としては，皮層表面温度の上昇が皮膚温受容器

の活動を高め，体性一内臓神経反射などにより腸蠕動運動の冗進をもたらしたもの』o)と推測される。

'１１．まとめ

蒸気温熱シートを用いた「長時間温署法」は，その継続的な加熱により，便秘症の改善に顕著な効果のあ

ることが明らかになった。また，今回行った蒸気温熱シートによる長時間の温鴇法は，従来の短時間の温霜

法に加えて，新たな憲法として大きな効果が期待される。
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